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書 

 

厚
生
労
働
省
の
資
料
「
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
地
域
医
療
構
想
は
「
二
〇
二
五
年
に
向
け
、
病
床
の
機
能

分
化
・
連
携
を
進
め
る
た
め
に
、
医
療
機
能
ご
と
に
二
〇
二
五
年
の
医
療
需
要
と
病
床
の
必
要
量
を
推
計
し
、
定
め
る
も
の
」

と
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
九
月
二
十
六
日
、
厚
生
労
働
省
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
医
療
体
制
の
見
直
し
を
進
め
る
た
め
、
千

四
百
五
十
五
の
公
立
・
公
的
病
院
の
診
療
実
績
を
分
析
・
公
表
し
、
う
ち
三
割
の
四
百
二
十
四
病
院
に
つ
い
て
、
病
床
数
や
診

療
体
制
を
見
直
す
検
証
が
必
要
だ
と
し
て
、
翌
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
各
病
院
に
結
論
を
出
す
よ
う
に
求
め
た
経
過
が
あ
る
。 

 

他
方
、
総
務
省
は
、
令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
、
「
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改
定
し
、
「
持
続
可
能
な
地
域

医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
。 

 

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

総
務
省
の
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
平
成
十
九
年
に
発
出
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
に
「
新
公

立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
へ
と
改
訂
さ
れ
た
。
他
方
、
地
域
医
療
構
想
は
、
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ

る
改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
、
平
成
二
十
六
年
六
月
成
立
の
い
わ
ゆ
る
「
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
」
に
基
づ
き
医
療
計
画

の
一
部
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
都
道
府
県
は
、
「
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
発
出
後
と
な
る
平
成
二
十
七
年
四
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月
以
降
、
地
域
医
療
構
想
を
策
定
す
る
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

こ
れ
を
受
け
て
「
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
地
域
医
療
構
想
に
触
れ
「
こ
う
し
た
医
療
制
度
改
革
と
密

接
な
関
連
が
あ
り
」
「
今
後
の
公
立
病
院
改
革
は
、
医
療
法
に
基
づ
く
地
域
医
療
構
想
の
検
討
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
取
組
と

整
合
的
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

厚
生
労
働
省
は
、
先
日
、
医
政
局
長
名
で
「
地
域
医
療
構
想
の
進
め
方
に
つ
い
て
」
と
の
通
知
を
発
出
し
た
。
し
か
し

「
持
続
可
能
な
地
域
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
先
立
つ
三
月
二
十
四
日

付
で
あ
り
、
か
つ
令
和
四
年
四
月
二
十
八
日
の
地
方
創
生
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
が
「
厚
生

労
働
省
と
し
て
方
針
転
換
を
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
」
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
。 

 
 

政
府
は
、
地
域
医
療
構
想
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
整
合
性
を
問
わ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
大
幅
な
改
定
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
修
正
、
変
更
を
行
わ
な
い
の
か
。 

二 

厚
生
労
働
省
は
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
以
降
の
総
務
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
、
地
域
医
療
構
想
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
連
携
は
と
っ
て
い
る
と
答
え
て
き
た
。
令
和
四
年
二
月
十
六
日
の
予
算
委
員
会
第
五
分
科
会
に
お
け
る
私
の
質
問

に
対
し
て
も
、
後
藤
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
は
、
「
地
域
医
療
構
想
を
進
め
て
い
く
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
的
病
院
、
ま
た
今
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回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
決
め
ま
し
た
総
務
省
と
も
連
携
し
な
が
ら
」
と
の
答
弁
が
あ
る
。 

 
 

で
は
、
総
務
省
が
こ
れ
ま
で
示
し
て
き
た
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
「
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

「
持
続
可
能
な
地
域
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
、
厚
生
労
働
省
の
示
し

て
き
た
地
域
医
療
構
想
と
は
、
い
か
な
る
関
係
に
立
つ
も
の
か
。
ま
た
厚
生
労
働
省
の
述
べ
る
地
域
医
療
構
想
と
総
務
省
の

一
連
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
間
で
と
ら
れ
て
い
る
連
携
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
た
い
。 

三 

公
立
・
公
的
病
院
は
、
公
・
民
の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
民
間
で
は
担
う
こ
と
が
難
し
い
診
療
科
や
へ
き
地
医
療
、
高

度
先
進
医
療
等
を
提
供
し
、
と
り
わ
け
多
く
の
地
方
に
お
い
て
は
医
療
体
制
の
基
幹
を
担
っ
て
、
住
民
の
暮
ら
し
と
健
康
を

守
っ
て
き
た
。
し
か
し
厚
生
労
働
省
は
、
二
〇
一
九
年
九
月
二
十
六
日
に
病
床
数
や
診
療
体
制
の
見
直
し
を
求
め
た
よ
う

に
、
公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合
を
求
め
て
き
た
経
過
が
あ
る
。 

 
 

他
方
、
令
和
四
年
四
月
十
二
日
の
衆
議
院
総
務
委
員
会
に
お
け
る
金
子
総
務
大
臣
の
答
弁
に
よ
れ
ば
、
「
新
た
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
、
も
と
よ
り
公
立
病
院
の
病
床
削
減
、
統
廃
合
は
前
提
と
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
し
た
う
え
で
、
「
こ
れ
ま
で
の

公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
異
な
り
、
持
続
可
能
な
地
域
医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
に
、
限
ら
れ
た
医
師
、
看

護
師
等
の
医
療
資
源
を
地
域
全
体
で
最
大
限
効
率
的
に
活
用
す
る
と
い
う
視
点
を
最
も
重
視
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。 



 

４ 

 

 
 

そ
こ
で
問
う
が
、
政
府
と
し
て
は
地
域
医
療
構
想
に
お
い
て
も
、
今
後
総
務
省
の
「
持
続
可
能
な
地
域
医
療
提
供
体
制
を

確
保
す
る
た
め
の
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
考
え
方
と
同
様
、
「
公
立
病
院
の
病
床
削
減
、
統
廃
合
を
前
提

と
せ
ず
」
「
こ
れ
ま
で
と
異
な
り
、
持
続
可
能
な
地
域
医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
に
、
限
ら
れ
た
医
師
、
看
護
師
等
の

医
療
資
源
を
地
域
全
体
で
最
大
限
効
率
的
に
活
用
す
る
と
い
う
視
点
を
最
も
重
視
」
す
る
、
と
の
見
解
に
立
つ
も
の
と
考
え

て
よ
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


